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１．調査概要
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１．調査概要

X線天文衛星ASTRO-H 「ひとみ」の運用異常の発生を受け、
宇宙航空研究開発機構(JAXA)として「Ｘ線天文衛星ASTRO-H 
「ひとみ」運用異常対策本部」を発足させ、原因究明及び今
後の対策について検討を進めてきた。

原因究明に当たっては、「衛星」から得られたテレメトリデー
タの解析、シミュレーション等の結果、設計審査や開発試験
のデータ等をもとに調査を進めてきた。その際、宇宙科学研
究所のみならずJAXA全体の専門家が参加した。また、開発

を担当した関係者及び企業からも聞き取り調査等を行い、積
極的な協力を得た。

調査は、直接的な原因のみならず、設計要求や設計確定の
経緯まで遡り、背後要因、対策までの検討を進めている。そ
の状況を2章以降で報告する。
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２．ASTRO-H概要
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ASTRO-Hはブラックホール、超新星残
骸、銀河団など、X線やガンマ線で観測
される高温、高エネルギーの天体の研
究を通じて、宇宙の構造とその進化の
解明を行う天文衛星。

X線やガンマ線は、地球の大気に吸収さ
れてしまうために、地上に到達すること
ができない。そのため宇宙で観測するこ
とが必要。

ASTRO-Hは、「すざく」の後継として開
発され、JAXA、NASAをはじめ、国内外
の大学、研究機関の250人を超える研
究者が開発に参加するX線天文学の旗
艦ミッション。大規模な国際協力で開発
された4種類の新型観測システムが搭
載され、「すざく」にくらべて10倍から100
倍も暗い天体の分光観測が可能となる
。

X線天文衛星ASTRO-H軌道上外観図

2.1 ASTRO-H ミッション概要
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HXT
（望遠鏡）

HXI硬X線撮像観測

国産ナノ技術を駆使し、世界に先駆けて開発した硬X線望遠鏡と、
ASTRO-Hをめざして開発した新しい高効率CdTe半導体素子に基
づく硬X線撮像検出器を組み合わせて、硬X線帯で初めての集光
撮像を実現し、飛躍的な高感度を実現。

軟X線分光観測
大面積かつ軽量な軟X線望遠鏡と、50ミリ度という極低温技術によっ
て超高分解能分光を実現する軟X線分光検出器を組み合わせて、超
精密X線分光を実現。

SXT-S
（望遠鏡）

SXS

軟X線撮像観測
軟X線望遠鏡と、大面積低雑音X線CCD素子を用いた軟X線撮像
検出器を組み合わせ、広い視野を持ち観測の基本となるX線撮像
を実現。

SXT-I
（望遠鏡）

SXI

軟ガンマ線観測

独自のアイディアである狭視野半導体コンプトンカメラに基づいた
超低雑音軟ガンマ線検出器により、一桁以上の感度の向上と、ガ
ンマ線偏光観測能力を実現。SGD

これら4種類の観測システムが同時に機能することで、3桁にもおよぶ広帯域において、「すざく」より
10倍から100倍高感度の観測を実現して、最大限の科学的成果を引き出すことが可能となる。

2.1 ASTRO-Hミッション概要（特徴）
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2.2 ASTRO-H衛星成功基準
(サクセスクライテリア）
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